
農業特許・注目技術の目利き
農業経営に変革を起こす !?

こ
の
と
き
、
研
究
に
要
し
た
一
二
年

の
年
月
が
こ
の
技
術
の
確
実
性
に
確

信
を
与
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
自
信
が

も
て
た
そ
う
で
す
。

　

製
品
名
は
、
酢
（
ス
）
で
植
物
を

維
持
し
続
け
る
（keep on

）
こ
と

か
ら
ネ
ー
ミ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
Ｓ
ｋ
ｅ
ｅ
ｐ
ｏ
ｎ
」
は
酢
酸
を
主

成
分
と
し
、
希
釈
し
て
植
物
に
与
え

る
こ
と
で
、
植
物
の
乾
燥
ス
ト
レ
ス

耐
性
を
強
化
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
植
物
に
水
を
一
定
期
間
与
え
な

く
て
も
健
康
な
状
態
を
維
持
す
る
こ

と
が
で
き
、
水
や
り
回
数
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

２　
特
許
技
術
の
ポ
イ
ン
ト

　
「
Ｓ
ｋ
ｅ
ｅ
ｐ
ｏ
ｎ
」
は
、
特
許

技
術
（
登
録
済
、
申
請
中
含
む
）
そ

の
も
の
が
製
品
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

図
表
１
に
示
す
よ
う
に
、
植
物

は
、
乾
燥
し
て
き
た
と
判
断
す
る
と

な
灌
水
量
を
低
減
さ
せ
る
点
、
③
熱

や
塩
に
も
強
く
す
る
点
で
す
。

　

図
表
２
に
示
す
よ
う
に
、
効
果
は

一
目
瞭
然
で
す
。「
Ｓ
ｋ
ｅ
ｅ
ｐ
ｏ

ｎ
」
を
与
え
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

（
図
表
２
右
）
は
、
三
週
間
水
を
与

え
ら
れ
な
く
て
も
花
が
咲
い
た
状
態

を
維
持
し
て
い
る
の
に
対
し
、
何
も

与
え
な
か
っ
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

（
図
表
２
左
）
は
、
花
が
枯
れ
、
茎

も
倒
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
農
業
現
場
で
は
、
防
虫
や

肥
料
目
的
に
お
酢
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
本
特
許
技
術
は
長
年
の
研
究

成
果
に
基
づ
き
、
そ
の
作
用
と
効
果

に
つ
い
て
科
学
的
根
拠
と
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
明
確
に
し
た
点
が
画
期
的
で

す
。
最
初
の
特
許
出
願
は
二
〇
一
一

年
で
し
た
が
、
そ
の
後
二
〇
一
七
年

と
二
〇
一
八
年
に
は
国
際
出
願
を
行

っ
て
い
ま
す
。

３　

想
定
さ
れ
る
実
施
態
様
や 

事
業
展
開
の
可
能
性

⑴　
シ
ン
プ
ル
な
使
い
方
と
幅
広
い

可
能
性

　

す
で
に
事
業
展
開
さ
れ
て
い
る

「
Ｓ
ｋ
ｅ
ｅ
ｐ
ｏ
ｎ
」
の
使
い
方
は

シ
ン
プ
ル
で
す
。
週
一
回
、
土
の
表

面
が
少
し
乾
く
ぐ
ら
い
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
希
釈
溶
液
を
散
布
し
ま
す
。

　

使
う
場
面
は
選
び
ま
せ
ん
が
、
農

業
で
は
苗
の
段
階
で
の
利
用
が
多

く
、
植
物
の
苗
を
畑
に
定
植
す
る
前

に
使
用
す
る
と
、
一
日
二
回
の
水
や

り
が
二
日
に
一
回
に
減
り
、
畑
に
移

し
て
か
ら
も
自
然
の
雨
を
待
て
ば
よ

く
な
り
、
水
や
り
作
業
負
荷
を
減
ら

す
と
と
も
に
節
水
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
乾
燥
が
続
き
そ
う
な

気
候
に
対
す
る
対
応
策
と
し
て
の
利

用
も
効
果
的
で
す
。

　

唯
一
の
注
意
点
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム

と
一
緒
に
使
用
し
な
い
こ
と
で
す
。

酢
酸
の
性
質
上
、
沈
殿
し
て
し
ま
い

効
果
を
得
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

残
留
性
も
な
く
、
収
穫
後
の
味
覚

に
も
影
響
が
な
い
安
心
・
安
全
な

「
Ｓ
ｋ
ｅ
ｅ
ｐ
ｏ
ｎ
」
は
、
農
業
分

野
に
限
ら
ず
、『
乾
燥
×
水
×
植
物
』

の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
当
て
は
ま
る
場
面

で
の
利
用
が
可
能
で
す
。

　

す
で
に
ゴ
ル
フ
場
の
芝
生
用
の
製

品
展
開
も
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
視
野

を
広
げ
る
と
、
気
候
変
動
や
環
境
問

題
、
そ
れ
ら
に
起
因
す
る
食
糧
難
な

ど
後
述
す
る
よ
う
な
様
々
な
社
会
課

題
を
解
決
す
る
解
決
手
段
の
一
端
を

担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

⑵　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献

　

最
近
様
々
な
と
こ
ろ
で
次
頁
図
表

３
の
ロ
ゴ
を
目
に
す
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
世
界
共
通
の
課
題
認

識
と
し
て
二
〇
一
五
年
に
国
連
で
採

択
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（Sustainable D
evelopm

ent 
Goals 

通
称
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
で
は
、

二
〇
三
〇
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
目
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ュ
ラ
ン
ト
協
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ

り
引
用
）
を
指
し
ま
す
。
日
本
語
訳

で
あ
る
「
生
物
刺
激
剤
」
の
名
の
と

お
り
、
本
製
品
「
Ｓ
ｋ
ｅ
ｅ
ｐ
ｏ

ｎ
」
は
、
酢
酸
を
使
っ
て
植
物
に
刺

激
を
与
え
る
こ
と
で
、
植
物
が
本
来

も
つ
耐
性
を
強
化
し
、
植
物
の
品
質

や
収
量
を
向
上
さ
せ
る
資
材
で
す
。

　

ア
ク
プ
ラ
ン
タ
株
式
会
社
の
Ｃ
Ｅ

Ｏ
金
鍾
明
氏
は
、
理
化
学
研
究
所
の

研
究
員
時
代
、
研
究
過
程
で
偶
然

「
酢
酸
が
植
物
の
耐
性
を
向
上
さ
せ

る
現
象
」
を
発
見
し
ま
し
た
。
発
見

ま
で
三
年
、
ま
た
当
時
の
既
成
概
念

を
打
ち
崩
す
理
論
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
、
論
文

発
表
お
よ
び
特
許
出
願
に
至
る
に
は

研
究
を
始
め
て
か
ら
一
二
年
を
要
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
七
年
、

世
界
的
に
権
威
あ
る
論
文
誌

「N
ature

」
の
姉
妹
紙
「N

ature 
Plants

」
に
も
論
文
が
掲
載
さ
れ
、

金
氏
は
各
誌
か
ら
執
筆
依
頼
を
受
け

る
な
ど
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
実
感

す
る
な
か
で
、
研
究
者
と
し
て
論
文

を
書
く
だ
け
で
な
く
自
ら
の
手
で
社

会
実
装
を
達
成
し
た
い
と
考
え
、
二

〇
一
八
年
二
月
に
起
業
し
ま
し
た
。

　連載

第
３
回 

水
や
り
回
数
を
減
ら
す

酢
酸
パ
ワ
ー

１　
製
品
・
発
明
の
紹
介

　

今
回
紹
介
す
る
製
品
は
、
理
化
学

研
究
所
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
あ

る
、
ア
ク
プ
ラ
ン
タ
株
式
会
社

（http://ac-planta.com
/

）
が
開

発
し
た
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト

資
材
「
Ｓ
ｋ
ｅ
ｅ
ｐ
ｏ
ｎ
（
ス
キ
ー

ポ
ン
）」
で
す
。

　

農
薬
や
肥
料
は
、
農
作
物
の
生
育

に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
し
て
周
知
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ

ュ
ラ
ン
ト
と
い
う
新
し
い
カ
テ
ゴ
リ

ー
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？　

近

年
、
欧
米
や
イ
ン
ド
を
中
心
に
注
目

を
集
め
て
い
る
次
世
代
の
農
業
資
材

で
す
。

　

バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
と

は
、「
植
物
に
対
す
る
非
生
物
的
ス

ト
レ
ス
を
制
御
す
る
こ
と
に
よ
り
気

候
や
土
壌
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
起

因
す
る
植
物
の
ダ
メ
ー
ジ
を
軽
減

し
、
健
全
な
植
物
を
提
供
す
る
新
し

い
技
術
」（
日
本
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ

第 3 回 監修・アグリ創研株式会社 代表取締役　浅野 卓

自
ら
の
体
内
で
酢
酸
を
作
り
出
す
能

力
が
あ
り
、
こ
の
酢
酸
が
植
物
ホ
ル

モ
ン
（
ジ
ャ
ス
モ
ン
酸
）
を
誘
導

し
、
植
物
体
内
の
多
様
な
乾
燥
耐
性

遺
伝
子
を
活
性
化
さ
せ
、
植
物
の
乾

燥
に
耐
え
る
能
力
（
乾
燥
耐
性
）
を

強
化
さ
せ
る
こ
と
が
研
究
で
解
明
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
特
許
技
術
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
応
用
し
、
①
植

物
が
乾
燥
し
て
自
ら
酢
酸
を
作
り
出

す
前
に
、
外
部
か
ら
適
量
の
酢
酸
を

与
え
て
、
植
物
を
乾
燥
に
強
く
す
る

点
、
ま
た
、
②
植
物
の
生
育
に
必
要

アクプランタ株式会社
の「Skeepon（スキー
ポン）」

【図表１】「Skeepon」の作用メカニズム

【図表２】�「Skeepon」の効果の比較（３週間水を与えず放置
した場合）
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標
（
ゴ
ー
ル
）
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
こ
の
一
七
の
ゴ

ー
ル
と
、
そ
れ
ら
を
達
成
す
る
た
め

の
具
体
的
な
一
六
九
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
農
業
生
産
工
程
管
理
」、
つ
ま
り

Ｇ
Ａ
Ｐ
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
み
の
一

つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
は
業
界
の

垣
根
を
越
え
た
世
界
共
通
指
標
な
の

で
、
よ
り
広
く
取
組
み
を
発
信
す
る

手
段
と
し
て
有
用
で
す
。

　

農
業
者
の
皆
様
は
ゴ
ー
ル
２
（
飢

餓
を
ゼ
ロ
に
）、
詳
し
く
は
「
飢
餓

に
終
止
符
を
打
ち
、
食
糧
の
安
定
確

保
と
栄
養
状
態
の
改
善
を
達
成
す
る

と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
農
業
を
推

進
す
る
」
が
直
接
関
係
し
ま
す
が
、

未
来
を
考
え
て
農
業
資
材
や
農
法
を

選
ぶ
こ
と
は
、
ゴ
ー
ル
12
（
つ
く
る

責
任 

つ
か
う
責
任
）
や
ゴ
ー
ル
15

（
陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う
）
に
も
関

係
し
ま
す
。

　
「
Ｓ
ｋ
ｅ
ｅ
ｐ
ｏ
ｎ
」
は
、
農
業

生
態
へ
の
悪
影
響
も
な
く
灌
水
量
を

減
ら
し
、
雨
量
が
少
な
い
環
境
で
も

植
物
を
生
育
、
緑
化
を
維
持
管
理
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
前
出
の
三

つ
の
ゴ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
近
年
の

温
暖
化
や
気
候
変
動
の
対
策
と
し

て
、
ま
た
、
干
ば
つ
が
招
く
貧
困
や

飢
餓
の
対
策
と
し
て
、
さ
ら
に
ゴ
ー

ル
１
（
貧
困
を
な
く
そ
う
）
や
ゴ
ー

ル
13
（
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策

を
）
の
計
五
つ
の
ゴ
ー
ル
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
貢
献
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
技
術
の
特
許
出
願
が
日
本
だ
け
で

な
く
世
界
各
国
を
射
程
に
入
れ
た
国

際
出
願
で
あ
る
こ
と
も
納
得
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
Ｓ
ｋ
ｅ
ｅ
ｐ
ｏ

ｎ
」
は
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ

し
た
資
材
で
あ
り
、
販
売
開
始
か
ら

ま
だ
一
年
ほ
ど
し
か
経
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
今
後
の
事
業
展
開
が
楽
し
み

な
製
品
で
す
。

⑶　
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
市

場
の
展
開

　

世
界
の
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン

ト
市
場
は
、
二
〇
一
四
年
に
一
四
〇

〇
億
円
に
達
し
、
二
〇
一
九
年
に
は

二
五
〇
〇
億
円
を
超
え
、
二
〇
二
一

年
に
は
三
〇
〇
〇
億
円
を
突
破
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
（
出
所
：

Biostim
ulants in Plant Science: 

A Global Perspective: Frontiers 
in Plant Science 2017/1/26

掲

載
）。

　

市
場
規
模
の
拡
大
と
と
も
に
、
図

表
４
に
示
す
よ
う
に
、
こ
の
分
野
の

特
許
出
願
も
年
々
増
加
し
て
い
る
の

が
わ
か
り
ま
す
。
二
〇
一
八
年
の
出

願
数
は
二
〇
一
四
年
の
二
倍
を
超

え
、
今
後
も
増
加
傾
向
に
あ
る
と
推

測
し
ま
す
。

　

日
本
で
も
二
〇
一
八
年
に
日
本
バ

イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
協
議
会
が

設
立
さ
れ
、
多
く
の
企
業
（
四
月
時

点
で
賛
助
企
業
含
め
八
〇
社
以
上
）

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

時
代
の
ト
レ
ン
ド
で
あ
る
「
持
続

可
能
性
」「
環
境
に
や
さ
し
い
」「
安

全
性
」
と
親
和
性
が
高
い
バ
イ
オ
ス

テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
資
材
は
、
今
後
日

本
で
も
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
て
い
く
で

し
ょ
う
。
現
状
は
ル
ー
ル
が
な
く
、

誰
で
も
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト

資
材
を
謳
う
こ
と
が
で
き
て
し
ま
う

の
で
、
今
後
、
規
制
が
整
備
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

ま
で
は
消
費
者
側
に
『
目
利
き
』
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

�

（
い
し
ま
る　

は
な
こ
）

【図表３】ＳＤＧｓの 17 のゴール

【図表 4】バイオスティミュラント分野における世界
　　　　 での特許出願推移

2018 年

推測

2017201620152014

特許出願数
（発明単位）

800
700
600
500
400
300
200
100
0

（注）出願から公開まで一年半程度要するため、2018年
　　　の最終値は推測値。
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